※数次相続が発生し、中間相続が単独相続であった場合には、２個の相続を原因とする所有権移転登記を申請することなく、１個の申請で相続登記をすることができます。相続登記の申請書には下記のような「相続関係説明図」を添付します。

例）「山田太郎」が子供なくして死亡し、太郎の母親である「山田花子」が当該不動産を単独で相続したが、相続登記を申請する前に「山田花子」も死亡し、山田花子の相続人である子「山田次郎」が相続した場合。

　なお、ここでいう「単独相続」とは、相続人が当初から一人のみであった場合の他、相続人は複数人いたが、相続放棄や遺産分割協議のほか、相続分の譲渡、寄与分、特別受益等で一人の相続人が単独で相続するに至った場合を含みます。
（書式例）

被相続人　山田太郎　相続関係説明図
最後の本籍地　　　　東京都中央区××二丁目１２番３

最後の住所地　　　　東京都中央区××二丁目１２番３―１０１号　

登記簿上の住所　　最後の住所地と同じ

山田太郎相続人兼被相続人　山田花子　相続関係説明図
最後の本籍地　　　　東京都中央区××二丁目１２番３

最後の住所地　　　　東京都中央区××二丁目１２番３―１０１号　
（父）山田正男（明治××年××月××日生）（平成××年××月××日死亡）
　　　
　　　　　　　　　　　　（被相続人）
　　　　　　　　　　　　（長男）太郎　（昭和××年××月××日生）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成××年××月××日死亡）
　　　　　　　　　　　　（相続／山田花子相続人）
　　　　　　　　　　　　（次男）次郎　（昭和××年××月××日生）

　　　　　　　　　　　　（本籍）東京都中央区××二丁目１２番３　　

　　　　　　　　　　　　（住所）東京都中央区××二丁目１２番３―１０１号
　　　　　　　　　　　　（遺産分割／山田花子相続人）
　　　　　　　　　　　　（三男）三郎（昭和××年××月××日生）

　　　　　　　　　　　　（本籍）東京都中央区××二丁目１２番３
　　　　　　　　　　　　（住所）東京都中央区××二丁目１２番３―１０１号

（相続人）

（母）花子（大正××年××月××日生）（平成××年××月××日死亡）
　　相続関係を証する書面は還付した。

